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興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 本研究では、 熊本高等専門学校が、 地域に根ざし

た高等教育機関として、 地域の児童生徒を対象とした

質の高い科学技術コミ ュニケーショ ン活動を展開する

ため、 以下の３ 点に関する 研究を行っています。

（ １ ） 地域の企業や退職技術者、 教育委員会や学校、

保護者等と の連携体制の構築およ び役割の明確化

（ ２ ） 高専生を 積極的に参加さ せるこ と によ る 参加児

童生徒およ び高専生に対する 教育効果の検証

（ ３ ） 参加児童生徒の満足度や教育効果を示す新たな

評価指標の導入

2 研究の特徴

　 本研究では、 以下の手順によ る 実践的教育研究を

行っています。

（ １ ） 合志市近隣地域における 小規模な科学技術コミ ュ

ニケーショ ン活動を通じて児童生徒に対する 指導経

験を積む。

（ ２ ） 近隣に高等教育機関のない郡部地域における 中

規模な科学イ ベント の開催を重ねる 中でノ ウハウを

蓄積する 。

（ ３ ） 高専生が指導役を 務め、 参加児童生徒と１ 対１

でコ ミ ュニケーショ ンを図るこ と により 、 児童生徒

の科学技術への興味関心を向上さ せる 。

（ ４ ） 科学体験において、 児童生徒が体験を振り 返り

気づき や疑問点を表現する 活動が重要であり 、 言

語化でき ない未就学児や児童であっても 、 科学的

思考を表現可能な振り 返り 手法を導入する 。

（ ５ ） より 高い費用対効果が期待でき 、 かつ継続的に

実施可能な体制を構築する 。

3 想定さ れる 成果

　 本研究を契機とし て、 児童生徒が科学技術への興

味関心を向上さ せ、 高等専門学校や他の高等教育機

関が実施する 公開講座等へ自発的な参加を 誘発し、

科学技術の魅力に触れる 機会を 増加さ せ、 更には、

理工系への進路選択に繋がるこ と を期待し ています。

ま た、 高専生にと っては、「 教える 」 体験を 通し て、

科学技術に関する 専門的な知識およ び社会から 求め

ら れる 基本的素養を実践的に身につけら れること を期

待しています。

【 技術分野】 一般（ 科学教育）　 　 　 　 　  【 キーワ ード 】　 科学技術コ ミ ュ ニケーショ ン、 出前授業

【 テ ー マ】 地域の科学技術教育支援のための教材開発地域の科学技術教育支援のための教材開発　　

【 研 究 者】 共通教育科　 山崎　 充裕　

【 研究者から のメッセージ】　

　 熊本高専の持つ教育資源を活用し た、 児童

生徒がただ体験する だけでなく 、 探究心や知

的好奇心を高めること のでき る 教材やテーマ、

教育手法の開発を目指しています。

　 地域の企業や退職技術者、 小中学校関係者

の方々のご協力を期待しています。
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興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 ポンプや水車、 ある いはタ ービンや圧縮機などのエ

ネルギー機器内では、 熱流体がエネルギーの輸送や変

換に使われています。

　 本研究はこ のよう なエネルギー機器の性能を決定付

ける機器内部の熱流体流れ場の状態を、 実験的には高

速度ビデオカメ ラ を含む可視化手法（ PIV） を使って、

解析的にはコマーシャル CFD（ 数値熱流体力学）を使っ

て解明していこう としています。

2 本技術について

【 PIV(Particle Image Velocimetry)】
　 流れの中に微小な粒子マーカーを 注入し、 照明源

であるレーザーと 撮影装置である 高解像 CCD カメ ラ

ある いは高速度ビデオカメ ラ の組み合わせから 流体の

速度分布を一度に計測する 手法。

【 CFD(Computational Fluid Dynamics)】
　 熱流体運動を支配する方程式を計算機と 専用のソフ

ト ウェアで解く こ と によって熱流体流れを 観察する 数

値シミ ュレーショ ン手法。

3 研究の特徴およ び成果

　 こ れまで基本的な流れ場の計測や解析を行い、 PIV
装置及び解析装置の妥当性検証を 行ってき まし た。

図 1 は PIV によって計測さ れた円柱周り の流れ場計

測結果です。 図によ れば円柱の下流域に流れのない

領域（ 死水域） や渦のよう な領域が確認でき 、 既往

の研究結果と 一致した妥当な結果が得ら れています。

　 図 2 はポンプ内の流れ場解析の一例です。 図によ

れば、 ポンプ羽根車の下流に向かって圧力が上昇して

いく 様子が確認でき 、 CFD によ る 解析も 妥当な結果

が得ら れています。

4 今後の展開 

　 再生可能エネルギーの一つとして注目さ れているポ

ンプ水車のモデル実験を行い、 ポンプ水車内の流れ

について PIV を 用い計測し ていく と 共に、 ポンプ水

車内流れ場を CFD によって解析し、 最適な内流動部

形状を求めていきます。

　 また、「 流れ」 がその性能に影響を及ぼす各種のエ

ネルギー機器について、 PIV や CFD を活用した検証

を行い、 エネルギー問題の解決に少しでも 寄与してい

き たいと 考えています。

【 技術分野】 機械工学（ 流体工学、 エネルギー）　  【 キーワ ード 】 可視化、 PIV、 CFD

【 テ ー マ】 エネルギー機器内流れ場の計測と 解析エネルギー機器内流れ場の計測と 解析　　

【 研 究 者】 機械知能シス テム工学科　 田中 禎一　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 PIV 装置には、 1,300,000 コマ / 秒のハイ スピード ビデオカメ ラ も 含まれており 、 こ れは熱流体現象のみな

ら ず、 様々な工学現象の解明に威力を発揮します。 また、 CFD は、 熱流体現象が関係するも のであれば、 どん

な問題でも 解析ができます。

図 1　 PIV によ る 円柱周り 流れ場の計測

図 2　 CFD によ る ポンプ内流れ場の解析
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興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 従来の避雷器は、 サージ侵入から 放電開始までにタ

イ ムラグが生じるため、 サージの避雷率が低下します。

そこ で、 サージの峻度を緩和する目的で、 磁気損失の

多い磁性材料を用いたコ イ ルを付加すること でこ の問

題を解決します。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 雷は非常に高いエネルギーを持つため、 落雷が発

生した場合には周辺に高電圧の誘導雷サージが発生・

伝播します。 こ のため、 雷の直撃を受けなく と も 広範

囲に渡って電気機器、 通信機器、 各種ラ イフラ イ ン運

用管理システム等に被害が発生します。

　 日本における 年間雷雨日数は平均で 35 日以上に

及ぶ地域も あり 、 年間被害総額は推定で日本だけで

も 2000 億円以上に達すると 見込まれています。

　 従来用いら れている ギャッ プ式避雷器（ アレス タ ）

の欠点は、 放電開始までに一定の時間がかかる為、 立

ち上がり の鋭いサージに対しては効果が低く なり ます。

　 そこ で本研究では , 磁気損失の大き な材料を磁芯に

したチョ ークコイ ルを用いて、サージの立ち上がり （ 波

高峻度） を緩和する 方法を提案しています。

3 研究の特徴およ び成果

　 下図は本研究室で合成し た損失の高い磁性材料を

磁芯にしたコ イ ルに、 雷サージ試験器により サージを

投入し たと き の波形の変化を 示し ま す。 内挿図は損

失の小さ い磁性体の場合の比較です。 損失の高い磁

性材料を用いた場合、 実際に波高峻度（ 立ち上がり ）

が大きく 抑えら れており 、　 ギャップ式避雷器の放電の

遅れを補う 用途に利用可能であると 考えら れます。

【 技術分野】 電気電子工学（ 電子材料）　  【 キーワ ード 】 雷サージ、 雷ガード 、 避雷器

【 テ ー マ】 磁性体を用いた避雷器と 避雷方法磁性体を用いた避雷器と 避雷方法　　

【 研 究 者】 機械知能シス テム工学科　 毛利　 存　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 雷害対策は、 被害を受けるシステムに応じた個別の対策が必要です。 現在は、 電気牧柵器用の雷対策を地元

企業と の共同で検討中です。 雷害対策をお考えの企業の皆様から のご相談をお待ちしており ます。

雷サージ試験の様子

研究紹介　 C-001
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興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 一般に圧電フィ ルムと し て利用さ れている PVDF
の焦電効果およ び弾性材料の静電容量変化を用いた

触覚センサを提案しま す。 こ れは接触力だけでなく 、

対象物と センサの温度差も 同時に検出すること が可能

であり 、 薄型化、 大面積化に適した構造です。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 PVDF（ Polyvinylidene Fluoride： ポリ フッ 化ビ

ニリ デン ) フィ ルムは圧電効果およ び焦電効果を有す

る 高分子圧電材料で、 加速度セン サ、 ス ピ ーカー、

超音波送・ 受信器、 赤外線センサなどに幅広く 用いら

れていま す。 触覚センサにおいては、 圧電性を 利用

し た振動検出、 すべり 検出等に用いら れていま すが、

フィ ルムに機械的なひずみを作用さ せた際に生じる 電

荷（ 電圧） を 利用し ている ため、 静的な力の検出に

は適していません。

3 研究の特徴およ び成果

　 本触覚センサは、 図１ に示すよう に電極で挟んだ弾

性材料に写真１ に示す PVDF フィ ルムを張り 付けたシ

ンプルな構造です。 センサの両端に正弦波電圧（ ここ

では 10kHz，10VP-P） を 印加し、 PVDF フィ ルム

から のみ電圧信号（ センサ信号） を取り 出しています。

　 こ の電圧信号には、 ス ポンジと PVDF フィ ルム の

静電容量で分圧さ れた正弦波電圧に、 センサと 接触

対象物と の温度差に比例し て発生する 電圧が重畳さ

れているため、 バンド パスフィ ルタと ロ ーパスフィ ルタ

によって静的な接触力情報（ 10kHz の交流成分） と

温度差情報に分離して検出できる 点が特徴です。

　 実験では、 面積１㎠、 厚さ 110μm の PVDF フィ

ルム、 厚さ 2㎜のスポンジを用いて写真２ に示すセン

サを作製したと こ ろ、 接触力は 20N 以下、 対象物温

度が 10℃～ 50℃の範囲においては良好な特性が得

ら れています。 スポンジの厚さ や弾力性を変えること

で接触力の検出範囲の拡大が可能です。

　 ま た、 温度差においては、 発生電圧のピ ーク 値が

対象物の熱伝導性に依存する ため、 対象物温度が同

じ場合には金属や絶縁物の識別が可能と なり ます。

4 想定さ れる 用途、 展開

　 センサをある 一定温度に温めておく こと で人間の手

（ 皮膚） のよう に温冷感覚を持った触覚センサへの展

開を考えています。 こ れにより 、 人間が手の感覚で判

断する 作業や検査へ用途が考えら れま す。 ま た、 表

面側電極の集積化、 配線の微細化によって接触力分

布を検出する 大面積の人工皮膚への展開も 今後の課

題です。

【 技術分野】 電気電子工学（ センサ工学）　  【 キーワ ード 】 PVDF フィ ルム、 静電容量、 人工皮膚

【 テ ー マ】 PVDF フ ィ ルムを用いた静電容量型触覚センサPVDF フ ィ ルムを用いた静電容量型触覚センサ　　

【 研 究 者】 機械知能シス テム工学科　 湯治 準一郎　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 多機能な触覚センサ、柔軟性のある人工皮膚・人工指の研究を行っています。 接触による対象物の識別、ロボッ

ト ハンド や義手への実装を考えていますので、 企業の皆様から のご相談をお待ちしており ます。

図１ 　 センサの構造（ 断面図）

写真１ 　 PVDF フ ィ ルム 写真２ 　 試作センサ

研究紹介　 C-002



興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 本研究で開発した表面プラ ズモンセンサは、 図 1 に

示すよう に、 LD( 半導体レーザ )、 センサ部、 PD（ 検

出部） で構成さ れる 光センサです。 センサヘッド は周

期構造で構成さ れ、 その表面に固体や液体あるいは気

体試料を配置すると 、その試料の屈折率の微小変動（ 小

数点以下 5,6 桁目） をモニタ すること ができます。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 本研究では、センサヘッド に金属の周期構造を用い、

試料屈折率変動検出に反射光の偏光情報を利用でき

るよう にしました。

3 研究の特徴およ び成果

　 図 2 は、 開発した表面プラ ズモンセンサに試料とし

て濃度 95％の水素、 酸素、 窒素のそれぞれを 注入

したと き のセンサ出力の時間応答です。 　

　 図 2 から 試料の違い、 つまり 屈折率の小数点以下

5 桁目の変化を検出でき ていること が実証できます。

【 開発したセンサの特長】

○ in-situ, in-vitro 計測　 試料を非抽出、 非加工で

高速に測定でき モニタ も できる  
○超高感度測定　 偏光情報利用による 高感度化

○小型・ 簡易な構造　 駆動装置が必要なく 、 携帯型

やセンサネット ワ̶ク への展開が期待できる

4 想定さ れる 用途，展開 
　 表面プラ ズモンセンサは、 屈折率の微小変動に応

答する 化学量または物理量の検出が可能であり 、

　 ・ 気体や液体の濃度変化を検出する 化学センサ

　 ・ 抗体反応などをモニタ するバイ オセンサ

　 としての応用が想定さ れます。

【 技術分野】 電気電子工学（ 光デバイ ス ）　  【 キーワ ード 】 バイオセン サ、 化学セン サ、 屈折率、 表面プラ ズモン

【 テ ー マ】 高感度表面プラ ズモンセンサ高感度表面プラ ズモンセンサ　　

【 研 究 者】 情報通信エレ ク ト ロ ニク ス   松田 豊稔、 小田川 裕之

【 研究者から のメッセージ】　

　 プラ ズモンセンサにおいて反射光の偏光情報を利用すること で、 こ れまで検出でき なかった物質の特定などが

期待できます。 新しいセンサ開発に興味をお持ちの方と の共同研究ができ ればと 思っており ます。 なお、 本研究

の成果は特許出願さ れています　 ： 特願 2011-14067　 表面プラ ズモンセンサ、 及び屈折率の測定方法

項目

測定量

セ
ン
サ
ー
ヘ
ッ
ド

従来の技術

反射光強度 反射光偏光情報

提案技術

図１ 　 開発し た高感度表面プラ ズモンセンサ

図 2　 各種気体に対する センサ出力時間応答

表面プラズモン

センサの概観

センサ部

センサヘッド

（ 周期構造）
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興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 Ba-Ca-Cu-O 系高温超伝導体は、 117K を超える

高い臨界温度（ Tc） を持った高温超伝導体であるにも

関わら ず、 薄膜化は物質が持つ不安定性のため、 進展

していません。 また、 その他の特徴的な電気伝導性な

どを有する 銅酸化物としても 有毒元素、 重金属、 レア

メ タ ルを含まない点で、 現在線材などの実用化が進め

ら れている Bi 系、 Y 系超伝導体に比較し て、 元素戦

略上で有利な物質です。

　 本研究は、 こ の Ba-Ca-Cu-O 系高温超伝導体の薄

膜化法の開発を目的としています。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 Ba-Ca-Cu-O 系は、 通常の方法（ 常圧焼結等） を

用いて、 安定な状態で合成すること は難しく 、 超高圧

合成による 方法でのみ可能と なり ます。 こ の方法で合

成さ れる Ba-Ca-Cu-O は、 1㎟程度のバルク 状にな

り ます。 薄膜では、 MBE 法で SrTiO3（ STO） 基板

上に直接形成さ れた超薄膜の超伝導開始温度 Tco が

65K 付近と 報告さ れています。

3 研究の特徴およ び成果

　 本研究では、 図 1
に 示 すよ う に、 Ba-
Ca-Cu-O に 近 い 構

造を 持つバッ ファ ー

層 YBa2Cu3O7-δ（ Y-
123） を STO 基板

上に設け、 良好な結

晶軸配向性を 持つ Ba-Ca-Cu-O 薄膜の作製を 可能

と し ていま す。 薄膜は、 PLD　（ Pulsed　 Laser　
Deposition） により 、 連続的に作製しています。

　 図 2 には STO 表面、 Y-123、 BaCa2Cu3Oy の

表 面 構 造 の RHEED（ Refl ection High Energy 
Electron Diff raction） 像 が 示 さ れ て い ま す。

Y-123、 BaCa2Cu3Oy の 表 面 は、 分 子 層レ ベ ル

の表面終端が形成さ れている こ と を 示すスト リ ーク

が表れて おり 、 そ れぞれエピ タ キ シャ ル成長膜に

近いこ と が 分かり ま す。 図 3（ b） よ り 、 Y-123/
BaCa2Cu3Oy/Y-123で転移開始温度Tco は93.8K、

転移終了温度

Tce は 91.2K
と Y-123 の

85Kに比べて、

高Tc が達成で

き ていること が

分かり ます。

4 想定さ れる 用途，展開 
　 積層構造でさらに高Tc 化、 安定化を進めること によ

り 、 デバイス用薄膜、 線材用厚膜として、 Ba-Ca-Cu-O
系高温超伝導体を応用すること が可能と なり ます。

【 技術分野】 電気電子工学（ 電子材料）　  【 キーワ ード 】 高温超伝導、 薄膜、 薄膜積層構造、 PLD 法

【 テ ー マ】 積層によ る Ba-Ca-Cu-O 超伝導薄膜の作製積層によ る Ba-Ca-Cu-O 超伝導薄膜の作製　　

【 研 究 者】 専攻科　 木場　 信一郎　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 PLD を活用した高温超伝導薄膜の作製・ 物性に関して研究しています。 酸化物等の薄膜作製技術への PLD
法の応用、 高温超伝導薄膜のデバイ ス応用など、 企業の皆様から のご相談をお待ちしており ます。

図２ 　 STO 基板表面、 Y-123 膜、 BaCa2Cu3Oy 膜の RHEED

図３ 　 三層の場合の超伝導特性の例
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地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 本研究で開発し た杭頭処理工法は、 少薬量の火薬

類を装填した新し い装薬ホルダーを用いること で、 効

率的にコンクリ ート 除去を行う 方法を提案したも ので、

省力化や騒音・ 振動問題の解決に有効である 。

2 背景およ び従来技術と の比較 
　 現在、 杭頭処理のための種々の工法が開発さ れて

いる が、 杭径 1m 以上の大口径杭では、 杭頭部のコ

ンクリ ート 処理量が多く 、そのため、専用のブレーカー

による 解体作業が必要と なっている 。 こ の作業は、 多

く の人力を要すると 同時に、 近隣に対する 騒音・ 振動

問題を 生じ ている 。 こ の解決のためには、 杭頭処理

を迅速に行える 「 動的破砕制御工法」 が求めら れて

いるが、 まだ確立した技術はない。

3 研究の特徴およ び成果

　 本研究で開発し た「 動的破砕制御工法」 は、 少薬

量の火薬類を 装填し た装薬ホルダーを 用いて、 鉛直

方向と 同時に、 処理部分と 健全部と の境界面に沿う 、

水平方向のク ラック 制御を行う こと ができる 。

また、 先に考案したく さ び形空洞を有する 鋼製の装薬

ホルダーは、 形状が複雑で加工に手間を要したため、

新たに 2 枚の鋼板を用いた、 加工の容易な簡易装薬

ホルダーも 考案している 。

　 写真１ は、 簡易装薬ホルダーと 水平仕切り 板、 鉄筋

かごを 組み合わせた場合の柱状部材の破断面を 示し

ており 、 効果的な動的破砕処理が実現でき ていること

がわかる 。 と く に、 処理時における 鉄筋かごの縁切り

効果が確認でき ていること は重要である。

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 実験では、 現在、 装薬にコ ンクリ ート 破砕器（ ＣＣ

Ｒ ） を使用した杭頭の実規模実験も 行っている 。 した

がって、実用化技術としての有効性も 確認済みであり 、

今後は、 現場での施工を含めた実証実験が必要と なっ

ている 。 その結果を活かし て、 さら なる 工法の改良・

発展をめさしたいと 考えている 。

　 なお、 本研究の杭頭破砕工法については、 下図の

よう に、 すでに特許出願も 行い、 権利化している 。

【 技術分野】 土木工学（ 土木材料・ 施工， 建設マネジメ ント ）　  【 キーワ ード 】 杭頭処理， 動的破砕制御

【 テ ー マ】 杭頭処理工法およ び簡易装薬ホルダーの開発杭頭処理工法およ び簡易装薬ホルダーの開発　　

【 研 究 者】 建築社会デザイ ン工学科　 中村 裕一　

【 研究者から のメッセージ】　

　 本研究に先立ち、 く さ び形空洞を有する装薬ホルダーを使用した「 亀裂制御爆破工法」 に関する特許を取得

しています。 本研究はこ れをも と に、 地域の企業の方と 動的破砕処理のための装薬ホルダーの有効性を協議し

たこと から 出発しました。

写真１ 　 動的破砕さ れた柱状部材の破断面

（ コ ンク リ ート 柱状部材： φ 200 × 400）

出願特許　「 特願 2006-39320」
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地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 八代海のよう な閉鎖性海域や各地の沿岸域の環境

劣化は目に余るも のがあり ます。 中でも 、 浮遊ゴミ 問

題については、 国内起因のみなら ず、 地域によっては

国外から のゴミ が大量に漂着しており 、 海洋環境およ

び海洋生物等への影響の懸念等が指摘さ れています。

浮遊ゴミ について、 より 効果的な発生源対策や回収・

処理を 進める ためには、 漂着の状況と 地域の特性を

ふまえた取組が必要と なり ます。

本研究では、 GPS を搭載した漂流ブイ を用い浮遊ゴ

ミ の漂流特性を調査しています。

2 背景およ び従来技術と の比較 
　 八代海には、 浮遊ゴミ 問題のほかにも 、 赤潮問題

も あり 、 どちら も 潮の流れや風によって容易に移動し

ていきます。 定点観測による 潮流の計測などオイ ラ ー

的な調査はこ れまでにも 実施さ れていましたが、 今回

のよう に一つの漂流物に着目するよう なラ グラ ンジェ

的な視点での調査例はあまり あり ませんでした。

3 漂流ブイ の特徴　

・ 現在位置およ び時刻を計測可能

　 …　 内部に GPS を搭載

・ リ アルタ イ ムで漂流状況を観察可能

　 …　 イ ンタ ーネット を経由し通信

・ 1ヶ月に渡る 連続調査が可能

　 …　 大容量のバッテリ ーを搭載

・ 回収が容易に可能

・ カスタ マイ ズして塩分濃度等の取得も 可能

  など

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 本研究で用いている 「 GPS 搭載漂流ブイ 」 は、 本

校の入江博樹准教授を中心とし て研究開発を行いつ

つ、 株式会社鶴見精機と の共同研究により 、 2012
年に製品化が実現しました（ 写真１ ）。

　 現地調査にて用いた際、 潮目に沿って漂流するブイ

の挙動を確認できました（ 写真２ ）。

今後は、 八代海のほかにも 対象フィ ールド が広がる 可

能性があり ます。 また、 小型化すること で、 たと えば

河川や用水路における 増水時の流下状況など、 その

応用性も 期待できます。

【 技術分野】 土木工学（ 海岸工学、 環境工学）　  【 キーワ ード 】 潮流、 漂流ゴミ 、 漂流特性

【 テ ー マ】 漂流ブイ シス テムを用いた八代海の浮遊ゴミ の漂流特性調査漂流ブイ シス テムを用いた八代海の浮遊ゴミ の漂流特性調査　　

【 研 究 者】 建築社会デザイ ン工学科　 上久保 祐志　

【 研究者から のメッセージ】　

　 浮遊ゴミ については、 八代海においても 大き な問題ではあるが、 具体的にどのよう な場所・ 時期に、 どのよう

な問題があるかと いった社会的なニーズ、 およ び地域的なニーズを汲み取り つつ、 単に学術的な研究で終わら

ずに地域に貢献できるよう なスタイ ルで、 今後と も 研究を継続していく 所存です。

写真１ 　 漂流ブイ シス テム　 KUNOICHI KNO1-11 γ

（ 鶴見精機）

写真２ 　 漂流ブイ を用いた八代海での現地調査の様子
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革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要

　 旧八代都市計画区域は人口 10 万人以上の都市の

中で、 厳し い都市計画規制である 区域区分（ 線引き ）

を行ってこ なかった例外的な都市です。 こ のよう な状

況下で、 どのよう な土地利用の変化が進行してき たの

でしょう か？

　 八代市の土地利用の変遷についての研究はこ れま

であり ま せん。 本研究はこ の旧八代都市計画区域を

調査対象とし て、 昭和４０ 年代から 現在までの土地利

用の変化を空間的、 計量的に明ら かにした上で、 特に

宅地化の状況に着目し、 都市計画の視点から 問題点

と 課題を明ら かにすること を目的としています。

2 平成元年～平成15年間の宅地化の状況

　 図は平成元年～平成 15 年の宅地化の状況を示し

ていま す。 赤い部分が新たに宅地化し た所です。 殆

ど水田から の転用です。 中心市街地を 中心と し て着

色さ れている 部分が用途地域です。 その周辺は用途

地域外になり ま すが、 八代市で

は、 農業振興地域と し て指定さ

れています。農業振興地域の内、

優良農地として保全すべき区域が

“ 農用地区域”（ 黄色の部分 ) と

し て指定さ れ、 こ れが用途地域

外での宅地化の進行の歯止めと

なっています。

　 15 年間に宅地化し た面積の

66%が用途地域内、 34％が用

途地域外です。 前者では幹線道

路沿いに多く 見ら れま す（ 図中

A、 B）。 一方後者では、 図中 C
のよう に農振白地と 呼ばれる 白

い部分での無秩序な宅地化が目

立ちます。 水田が広がる 用途地

域外の地域は、 宅地化を抑え保

全すべき 地域ですが、 都市計画

規制が緩く スプロ ール的な宅地

化が進行し ていま す。 土地利用

の現状や変化をこ のよう に“ はっ

きり 見えるかたち” にして、 皆さ

んと 良好な市街地形成のための

方策を考えてみませんか？

【 技術分野】 建築学（ 都市計画）　  【 キーワ ード 】 土地利用、 GIS、 非線引き、 宅地化

【 テ ー マ】 旧八代市の土地利用の変遷に関する 研究旧八代市の土地利用の変遷に関する 研究　　

【 研 究 者】 建築社会デザイ ン工学科　 磯田　 節子　

【 研究者から のメッセージ】　

　 GIS を用いた土地利用に関する研究の他に、 日奈久温泉街のまちづく り に関する研究、 人吉温泉街の形成過

程と 近代和風旅館建築の研究、 旧日本セメ ント 八代工場の産業遺産に関する研究等を行っています。

図　 平成元年～平成 15 年間の宅地化の状況
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革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 背景

　 リ サイク ガラ スは、「 軽量、 成形加工が容易、 腐食

しにく い、 循環再生加工が可能、 環境への負荷が小

さ い」 などの特長を有します。

　 再利用法として既に実用化さ れているも のには、 固

形発泡ガラ スによる 透水性路盤材等があり ます。

　 今後、「 成型が難し い、 表面加工が難し い」 等の課

題を解決し、「 多孔径の制御」 を技術的に改良でき れ

ば、 さらに広く 利用できる 可能性があり ます。

2 研究成果・ 技術

　 当研究室では、 従来技術の問題点であった、 発泡

ガラ ス 基材へ皺構造を 付与するこ と に成功し まし た。

焼成工程の工夫による 多孔径の制御も 可能です。

　 ま た、 従来は不定形の発泡ガラ ス 製造に限ら れて

いましたが、 「 表面皺構造の付与」 およ び「 形状の制

御」 の基本技術の糸口を見出し たため、 本技術の適

用により 、 発泡ガラ ス基材の多目的な利用が期待さ れ

ます。

１ ） 焼成時のガラ スの溶融およ び発泡過程に適合した

熱伝導度や質量を 持つ「 皺原型を 転写し た材質」

を探索。

２ ） 材質によっては原型の皺構造に沿ってガラ ス 基材

が割れると いう 問題点があり ましたが、 発泡ガラ ス

の膨張過程や冷却過程での力学的歪を解消する 方

法を確立。  

3 想定さ れる 用途　

•海藻養殖基材や光触媒基材に適用

- 多孔質・ 透水性・ 軽量性（ 吸水後比重が１ 未満）

のメ リ ット が大き いと 考えら れます。

- 多孔への微生物着床によ る 水質汚濁物質の低減

に寄与すること も 期待さ れます。

•機能性壁材や屋上緑化などへの用途に展開

- 多孔質凹凸表面 ( 表面積増加 ) への着目し、消音、

発光、 光触媒への期待が持たれます。

4 想定さ れる 業界 
•環境関連業（ 水処理、 屋上緑化）

•水産業（ 海藻、 稚貝養殖）

•建築業（ タ イ ル）

  など

5 実用化に向けた課題 
　 現在、 表面皺構造を付与できると こ ろまで開発がで

きました。 現在「 基材の大型化およ び大量生産の条件

（ 均質な 基材を 製造する 技術確立）」 およ び「 比重

を調整でき る 複合化技術」 について研究を続けてい

ます。

【 技術分野】 材料工学（ 化学）　  【 キーワ ード 】 未利用資源、 リ サイク ルガラ ス

【 テ ー マ】 リ サイ ク ルガラ ス によ る 皺表面構造を有する 多孔質軽量基材リ サイ ク ルガラ ス によ る 皺表面構造を有する 多孔質軽量基材　　

【 研 究 者】 生物化学シス テム工学科　 　 木幡　 進　

【 研究者から のメッセージ】　

　 未解決の「 大型化およ び大量生産の条件」 およ び「 比重を調整できる 複合化技術」 については、 窯業関連

の技術により 克服できると 考えており 、 関連技術を持つ企業と の共同研究を希望しています。 また、 環境分野や

水産業などの異分野への展開を考えている企業の皆様にも 、 本技術は有用と 考えら れます。

研究紹介　 F-001



興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 本研究では、 従来の免疫グロブリ ン抗体と は全く 異

なる 分子骨格を使用し、 大幅な低分子化を目指した新

し いタ イ プの抗体ラ イ ブラリ を 開発中です。 さ ら に、

光デバイ ス（ SPR センサー） を応用し、 その抗体ラ

イ ブラリ より 有用な抗体を短時間で探索する 方法を研

究しています。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 当抗体は、 目的の物質（ 抗原） にのみ特異的に結

合する 性質を 有し、 物質の分離・ 精製、 検出、 診断

や創薬分野で非常に有用なツールです。 現在、 ひろ

く 用いら れている 抗体は免疫グロ ブリ ンタ ンパク であ

り 、 分子量の大き さ ( 約 150 kDa) や製造にコ スト

がかかるなどの問題点があり ます。こ れら の問題点は、

抗体の基本構造である 免疫グロブリ ン構造に起因して

おり 、 免疫グロ ブリ ン構造を利用し ない新し い構造の

抗体が求めら れています。

　 そのために本研究では、 小さ く 安定な分子骨格を

有するタンパク 質を抗体化し、抗体ラ イブラリ をファー

ジディ スプレイ 法で作製し ています。 さ ら に、 免疫動

物や培養細胞を用いた抗体作製には非常に時間がか

かり 、 短時間で必要な抗体を探索する 方法も 求めら れ

ているため、 光デバイ スでリ アルタ イ ムに抗体と 抗原

の結合をモニタ ーし ながら 、 有用な抗体を 短時間で

探索する 方法も 開発しています。

3 研究の特徴およ び成果　

　 本研究で設計した新規抗体は、 8.7 kDa と 非常に

低分子量であり 、 組織浸透性の向上や、 製造コ スト

の削減が望ま れます。 現在、 新規抗体遺伝子を人工

的に作製し、 大腸菌にて大量に安定に発現すること を

見いだしています。

　 表面プラ ズモン共鳴 (SPR) センサーは、 物質の結

合を非常に高感度にかつリ アルタ イ ムで測定すること

ができ ま す。 こ の SPR センサーを 利用するこ と で、

非常に短時間で抗体探索ができ るこ と が期待さ れま

す。市販の SPRセンサーは測定に特化しているため、

抗体探索に使いやすいシステムを開発中です。

4 想定さ れる 用途、 展開 
　 本抗体ラ イ ブラ リ およ び探索シス テムが完成すれ

ば、 目的の物質に対し 短時間で安価に抗体を 作製す

ること が可能です。 感染の大流行（ パンデミ ック ） な

どのと きに、 すぐに抗体を準備でき 、 診断や治療に応

用すること が可能です。 また、 本ラ イ ブラリ より 単離

さ れた抗体は、 物質の分離・ 精製はも ちろん、 たと え

ば環境中の微量物質の検出などにも 応用可能です。

なお、 本研究の抗体ラ イ ブラリ およ び探索システムは

特許取得を目指しています。

【 技術分野】 生物工学（ 抗体工学）　  【 キーワ ード 】 低分子抗体、 SPR セン サー、 ファ ージディ スプレイ 法

【 テ ー マ】 新規低分子量抗体ラ イ ブラ リ と 光デバイ ス を利用し た抗体探索法新規低分子量抗体ラ イ ブラ リ と 光デバイ ス を利用し た抗体探索法　　

【 研 究 者】 生物化学シス テム工学科　 吉永　 圭介　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 本研究の抗体を物質の検出や分離・ 精製に応用したい方、 抗体および探索システムの実用化に向けた共同研

究のご検討などございましたら 、 お気軽にご相談く ださ い。

研究紹介　 G-001



興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 本研究では熊本県人吉地方伝統の保存食「 豆腐の

味噌漬け」 の学術的知見を得るこ と 、 新たな付加価

値を見出すこ と を目的に生化学的、 微生物学的知見

から アプロ ーチを試みています。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 昨今の健康ブームにより 豆腐・ 味噌の原料である 大

豆に非常に注目が集まっています。

「 豆腐の味噌漬け」 は豆腐を調味味噌に漬け込んだ保

存食で、 特に五木・ 球磨地方では昔から 伝統的に作ら

れているこ と が知ら れています。 し かし ながら 、 家庭

でも 簡単に作れる 食品であるにも かかわら ず知名度は

低く 、 一般的には普及していません。

　 そこ でこ の伝統的保存食「 豆腐の味噌付け」 への

付加価値を見出す為に、 熟成期間の及ぼす「 豆腐の

味噌漬け」 への効果を調べています。

　 こ れま での報告では、 漬け込み期間が比較的短期

間の「 豆腐の味噌漬け」をサンプルとしたも のに留まっ

ている ため、 本研究では市販さ れている 3 年熟成物

も 含めて、 長期間に渡る 味噌への漬け込みが与える

豆腐への影響について調査を行います。

3 研究の特徴およ び成果　 　

　 こ れまでの研究では、 短期間（ 14 日間） 味噌に漬

け込んだ豆腐の生化学的知見し か報告さ れていま せ

んでし たが、 本研究では約 1ヶ 月熟成し た味噌漬け

豆腐の SDS-PAGE によ る 低分子化の確認 (Fig.1)
と  L- グルタミ ン酸量（ 以下 L-Glu） についての知見

を得ました。 14 日熟成したも のと 比較して１ヶ月熟成

し た味噌漬け豆腐の方がさ ら に低分子化が進んでい

ました。 また L-Glu 量は熟成 2 日目で大きく 増加し、

７ 日目までは上昇しまし たが、 その後 28 日目までは

大き な変化はないこ と が確認さ れていま す。 漬け込

みに用いた麦味噌の L- Glu 量は熟成期間中ほと んど

変化しませんでした。

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 さ ら に長期間熟成さ せた味噌漬け豆腐をサンプル

にすること で、「 豆腐の味噌漬け」 の L-Glu の挙動、

またイソフラ ボン類などの大豆由来の機能性成分につ

いての知見が得ら れると 考えています。

【 技術分野】 生物工学（ 発酵、 食品工学）　  【 キーワ ード 】 豆腐の味噌漬け、 機能性食品

【 テ ー マ】 豆腐の味噌漬けの付加価値の探索豆腐の味噌漬けの付加価値の探索　　

【 研 究 者】 生物化学シス テム工学科　 弓原　 多代　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 本研究は、「 地域に根ざした研究」 を観点に、 人吉・ 球磨地方で昔から 生産さ れており 、 近年婦人会により 復

活生産さ れている 「 豆腐の味噌漬け」 に着目したこと から 出発しました。

研究紹介　 G-002

写真 1　 豆腐の味噌漬け（ 研究室実験用）

Fig.1  1 ヶ 月熟成し た「 豆腐の味噌漬け」 の SDS-PAGE
　 　 　 パタ ーン



興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 本研究は、 地元企業サンワハイ テック 株式会社が開

発中のパーソ ナルモビリ ティ 装置 STAVi について、

学校現場での導入・ 試行を行い、 その有効性検証を

行う プロ ジェクト である 。 また、 校舎内での位置補足

システムやセンサー搭載による 安全性向上など具体的

な改良についても 取り 組み、 その試行結果について

提言を行う 。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 STAVi は、 高齢者や障害者向けに開発さ れた新し

い発想の室内用移動装置で、 従来の車いすと 異なり 、

下肢の負担が伴う 移乗動作を 抑え、 後方から ス ムー

ズに移乗動作を 行える 点に特徴がある 。 ま た、 座面

の昇降やジョ イ ス ティック によ る 操作など、 利便性も

追求さ れている 。 したがって、 本研究の対象として最

適で、 従来の車いすでは参加が難し い授業や実習等

の学習機会を新たに提供できる 可能性がある 。しかし、

現状では、 教育現場での利用を想定していないため、

構造や機能の改良が不可欠である 。  

3 研究の特徴およ び成果　 　

　 本研究では、 キャンパス 内で実際の STAVi を走ら

せ、 操作性や利用上の問題点を 探る 。 ま た，養護学

校や介護現場に STAVi を 持ち込んで、 実際の試乗

走行等も 行い、 担当教師や医師等と の情報交換を行

う こ と で、 問題箇所や改良点を 見つけるこ と も 行う 。

そして、 STAVi の基本性能や特徴について、 現場で

の使用を前提とした問題点・ 課題等を整理して、 仕様

や機能上の改良点を 提案する 予定である . ま た学校

内で、 転倒や突発的なト ラ ブルにより 、 手助けが必要

な場合には、 それを察知し、 状況を把握するためのモ

ニタリ ングシステム等の開発にも 取り 組む。

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 学校現場に移動手段とし て STAVi を導入すること

で、 教室での板書、 図書館での図書閲覧、 体育館で

の体育授業参加など、 実際のさ ま ざま な場面を 通じ

た学校現場のユニバーサル化提案が行える。 こ れは、

こ れま で介添者が不可欠と 考えら れていた教育環境

に、 安全面の向上を実現すると 同時に、 より 多く の学

生が単独で参加できるための自律性・ 能動性を保証す

る 環境を提供していく 試みと も なる 。

【 技術分野】 総合工学（ 電子情報， 機械， 建築）　  【 キーワ ード 】 移動体， 福祉・ 介護， 教育現場， UD

【 テ ー マ】 教育現場でのパーソ ナルモビリ ティ 装置 (STAVi) の有効性検証教育現場でのパーソ ナルモビリ ティ 装置 (STAVi) の有効性検証　　

【 研 究 者】 制御情報シス テム工学科　 永田 正伸　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 本研究は、 本校の情報通信エレクト ロ ニク ス工学科、 制御情報システム工学科、 人間情報システム工学科、

機械知能システム工学科、そして建築社会デザイン工学科が共同で取り 組む、複合研究プロジェクト です。 今後、

各専門技術を活かし、 さ まざまな観点から 、 課題に取り 組んでいく 予定です。
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図１ 　 パーソ ナルモビリ ティ 装置 STAVi
（ W:700 × L:1164 × H:1040mm）

図２ 　 3D-CAD によ る STAVi 使用状況シミ ュ レ ーショ ン



興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 衝撃波と は、 瞬間的に発生する 高い圧力波であり 、

伝播する 媒体の音速を超えて移動する 場合の圧縮お

よ び膨張過程を含みます。

　 こ の衝撃波を利用した食品加工について、「 食品加工

の技術開発プロ ジェクト 」 に関連する 本校教職員およ び

沖縄高専と の共同研究により 技術開発を行っています。

2 背景およ び従来技術と の比較 
　 本研究では、 新し い食品加工と し ての可能性の試

みと 地域活性化を目指しています。 特に多く の農産物

を特産と する 熊本県においては、 規格品外と さ れる 未

利用品の多く は廃棄さ れており 、 こ れら を有価物とし

て販売でき る よう な食品加工技術の開発およ び商品

化を目標と し ていま す。 一般の食品加工では粉砕や

殺菌などそのほと んどが加熱さ れますが、 こ の技術は

非加熱処理と なり ます。  

3 研究の特徴およ び成果　 　 　

　 図 1 に示さ れる 電極間に金属細線（ 銅線など） を

張り 、 数 kV ～数十ｋ V の電圧で帯電さ せたコ ンデン

サーから 瞬時に電気を流すと 、 水中でプラ ズマ状態と

なり 、 瞬時に気化すること で水中衝撃波が発生、 こ の

衝撃波が食品を 透過すると 、 食品に様々な効果をも

たらします。

衝撃波によ る 食品加工では、 その処理時間はマイ ク

ロ 秒単位で行われ、 瞬間的に食品の状態を 変えるこ

と ができます。

　 さ ら に非加熱処理のため、 栄養素の分解などが行

われないと 考えら れます。 図 2 に処理したリ ンゴの外

観と 半分に切った断面を示しています。 本研究技術で

は、 表 1 に示さ れる よう な食品への処理効果を 得る

こと が可能と なり ます。

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 表 1 に示さ れるよう に、 様々な食品処理において、

その効果が期待でき ます。 従来の食品加工技術に代

わって経済的な面での解決、 非加熱処理であるこ と

による 栄養価の向上などの付加価値としても 大き なメ

リ ット と なる 可能性を秘めています。 近年はこ の処理

方法に最適な装置開発と その設計のための数値シミ ュ

レーショ ンや衝撃波の伝播過程の計測、 新し い衝撃波

発生源の開発を行っています。

【 技術分野】 総合工学（ 衝撃工学）　  【 キーワ ード 】 水中衝撃波・ 食品加工

【 テ ー マ】 水中放電衝撃波を利用し た食品加工水中放電衝撃波を利用し た食品加工　　

【 研 究 者】 機械知能シス テム工学科　 井山　 裕文　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 まったく 新しい食品加工技術として、 各方面から 期待さ れている技術です。 特に地域特産物の加工技術での貢

献を目的としていますので、 ご相談があればご遠慮なく お訪ねく ださ い
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図 1　 電極部

表 1　 衝撃波によ る 食品処理の効果

図 2　 衝撃波処理を行ったリ ンゴ

（ a） （ b）

得ら れる 効果 食品サンプル例 特徴

軟化 パイ ナッ プル 可食部がおよ そ２ 倍に増加

搾取性向上 リ ンゴ 片手で搾る こ と が可能

浸透性向上 大根 一瞬にし て漬け物ができ る

抽出性向上 コ ーヒ ー豆、 茶葉
抽出時間の短縮、 水出し 抽

出が容易と なる

粉砕 茶葉 摩擦熱無し で粉砕可能



 

Tel:096-242-6433 FAX:096-242-5503  TEL 096-242-6433  FAX 096-242-5503
E-mail sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

食品中の成分や工業材料の純度を調べる方法の一つ

に近赤外分光法があり ます。 こ の方法は、 透過吸収法

に加えて、 拡散反射吸収法などによって非破壊分析が

可能であり 、 医療分野も 含めて幅広い用途に使用さ れ

ています。 こ の近赤外分光法で測定さ れる近赤外吸収

スペク ト ルについて研究しています。  

近赤外吸収スペク ト ルに観測さ れるのは、 主に分子

振動の倍音の吸収です。 分子振動の倍音の吸収は、 分

子振動解析でよく 用いら れる調和振動子モデルでは、

禁制遷移になるために扱う こ と ができません。  

私の研究では、 実験によってスペク ト ルを得るだけ

でなく 、 分子振動の倍音を取り 扱える非調和振動子モ

デルを用いた量子化学計算法によって理論的に近赤外

吸収スペク ト ルを解析するこ と にも 取り 組んでいます。

たと えば、 下図のよう に、 実際に測定さ れた近赤外吸

収スペク ト ルを理論的に再現するこ と ができています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

私の研究では、 分子間相互作用によって近赤外光の

吸収強度がどのよう に変化するかに注目し ています。  

たと えば、 ピロール分子について、 水素結合の形成

と 溶媒依存について、 実際に近赤外吸収スペク ト ルを

測定すると 共に、 非調和振動子モデルによる量子化学

計算に取り 組みました（ 下図）。水素結合の形成や溶媒

の種類を変えるなど、分子間相互作用の違いによって、

分子の振動数（ 吸収する光のエネルギー） が変化する

こ と はよく 知ら れていまが、 その際の吸収強度の変化

に関する研究はあまり 多く あり ません。本研究の結果、

水素結合の形成と 溶媒依存では吸収強度の変化の仕方

が異なるこ と を明ら かにし、 その違いを量子化学計算

法によって再現できるこ と に成功し ました。  

 

 

 

 

 

 

 

 現在、 近赤外分光法は定量分析に使用さ れるこ と が

多いです。 しかし 、 スペク ト ルに現れる一つひと つの

ピーク を詳細に理解するこ と で、 分子構造や溶媒和状

態、 さ ら には分子の化学反応性などのダイ ナミ ク スを

読み解く こ と ができると 期待し ています。  
 
 
 

二見能資ら 他, 日本化学会第 87 春季年会， 大阪， 3 月， 2007 年．

Y. Futami at.al., J. PHYS. CHEM. A, 115(7), 1194-1198 (2011). 
Y. Futami at.al., CHEM. PHYS. LETT, 482(4-6), 320-324 (2009). 
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革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 多次元主成分分析は、 テンソ ルデータ 構造を有す

る 統計データ の主成分を計算する のに有効な手法で

あり 、 我々のグループでは、 教育・ 経済・ 医療分野の

統計データ の特徴分析に応用しています。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 多次元主成分分析は、 従来の主成分分析（ PCA）

を複数のテンソ ルデータ に適用でき るよう に拡張し た

手法です。 PCA では、 複数のベクト ルデータ から 、

１ 方向の主成分が求まり ま すが、 多次元 PCA では、

複数のテンソ ルデータ から 、 複数方向の主成分が求ま

り 、 それら を組み合わせるこ と で、 従来法より 、 さ ら

に複雑なデータ の特徴分析が可能と なり ます。

3 研究の特徴およ び成果　 　

　 多次元 PCA の計算法には、 行列の特異値分解

（ SVD） を 高階テンソ ルに拡張し た高次特異値分解

（ HOSVD） を利用しています。

こ れまで我々は、 多次元 PCA を  
　 ①　 高専における 学生の学業成績データ

　 ②　 厚生労働省による 勤労統計データ

　 ③　 リ ハビリ で活用さ れる 機能的自立度評価表

（ FIM） データ

　 などの複数のテンソ ルから なるデータ 構造を持つ各

種統計データ に適用しており 、 多次元 PCA から 計算

さ れた複数の主成分を組み合わせること により 複雑な

特徴分析を行なう こと ができます。 図１ は FIM データ

のテンソ ル構造例を示し、 図２ は、 ３ 方向の主成分を

組み合わせて求めた各リ ハビリ 患者の特徴を 示す得

点の計算例です。

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 現在までに、 ３ 階およ び４ 階のテンソ ル構造を持つ

統計データ について特徴分析が行なわれていますが、

多次元 PCA は任意の階数のテンソ ルに適用でき る

ため５ 階以上のさら に複雑なテンソ ル構造を持つ統計

データにも 適用できると 考えます。

　 適用分野についても 、 教育・ 経済・ 医療分野のみな

ら ず様々な分野での統計データ の特徴分析に適用可

能と 考えら れます。

【 技術分野】 情報学（ 多変量解析、 データ マイ ニング）　  【 キーワ ード 】 多次元主成分分析、 HOSVD

【 テ ー マ】 多次元主成分分析によ る 統計データ の特徴分析多次元主成分分析によ る 統計データ の特徴分析
【 研 究 者】 人間情報シス テム工学科　 山本直樹、 村上純、 大隈千春　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 多次元 PCA の計算法は、 元来はテンソ ル構造を持つ画像データ の次元を削減するために提案さ れたも ので、

我々はこ れを各種統計データ の特徴分析に応用しました。 現在、 多次元 PCA を利用した機能的自立度評価表

（ FIM） データ の特徴分析について、 病院と 共同研究を実施しています。

研究紹介　 I-001

図１ 　 統計データ のテンソ ル構造例

図２ 　 各患者の FIM 総合特性と リ ハビリ によ る 改善効果の関係
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革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 人間感覚の触・ 温冷・ 振動・ 圧痛覚の症状検査は

アナログ的で検査者による 個人差が大きく また検査の

準備に手間がかかり しかも 被験者に負担を強いていま

す。 こ の感覚検査にデジタ ル制御技術によ る 接触式

及び非接触式の刺激提示方法を確立し て、 簡便でか

つ定量的な評価が可能な検査方法を目指します。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 医療現場においては、 高価で専門的な診断装置は

数々存在するが、 多く の患者に接する 外来診療やリ ハ

ビリ 治療現場では、 高価で高機能の機材は、 検査前

の準備や検査作業の煩雑さ や被験者の検査時間の長

さ などの負担が大きく 導入さ れま せん。 体の振動覚、

触覚、 温冷覚、 圧痛覚は、 それぞれパチニ小体、 マ

イ ス ナ小体、 メ ルケ ル小体、 ルフィ ニ小体や神経線

維であるＣ線維、 Ａδ繊維の自由神経終末端が受容器

と なっており 、 簡便な検査方法として振動覚検査では

音叉、 触覚検査では筆、 温冷覚検査では湯や冷水を

入れた試験管、 圧痛覚検査では針を 使って受容器を

刺激し てその時の被験者の反応で症状の具合を検査

しています。

3 研究の特徴およ び成果　 　

　 振動覚、 触覚、 温冷覚、 圧痛覚の刺激を電子技術

で制御可能と なるよう にした刺激プロ ーブの構造に特

長があり ます。

　 振動覚刺激では、 振動モータ ーで音叉と 同様な

振動を発生可能。 触覚刺激では、 空圧によ る 刺激法

を 考案し 原理動作を 確認し ていま す。 温冷覚刺激で

は、 電圧温度変換機能を持つペルチェ素子を用いた

プロ ーブで温冷覚検査に要求さ れる 温度制御が可能。

圧痛覚刺激では、 小型電磁ソレノ イド を用いて電磁ソ

レノ イド に印可する 電圧を制御するこ と で皮膚に与え

る 圧力を制御し ています。 各プロ ーブと も１ つのコ ン

ト ロ ラ ー（ マイコン） で制御しています。

4 想定さ れる 用途，展開   
　 デジタ ルヘルス ケアの一つの具体例と し て医療現

場に利用さ れること が想定さ れます。 特に、 外来診療

や治療の程度を観察する 療法でのスクリ ーニング検査

において、 患者の負担を 減らし 定量的な検査が行え

る 利用価値が高い検査を提供可能です。

【 技術分野】 情報学（ 医療・ 福祉、 電子計測）　  【 キーワ ード 】 皮膚感覚検査、 定量的刺激

【 テ ー マ】 感覚検査用定量評価制御プロ ーブ感覚検査用定量評価制御プロ ーブ
【 研 究 者】 人間情報シス テム工学科　 小山　 善文　

　 　
　 　 　  制御情報シス テム工学科　 永田　 正伸  　 　 　  　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 医療現場の作業効率と 患者の負担軽減のための装置開発です。 　 さらに各刺激プロ ーブを統合した小型携帯

型機器を開発するために、 共同研究開発するパート ナーを募集中です。

研究紹介　 I-002

振動覚刺激プロ ーブ

温冷覚プロ ーブによ る 検査実験の様子
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革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 利用者の不随意運動に起因する 指示位置の微小振

動を考慮した免震 / 除震機能を有する 実空間ポイ ンタ

装置として、 可搬性に優れた遠隔操作型のレーザーポ

イ ンタ 装置開発が本研究の主目的です。  

2 背景およ び従来技術と の比較

　 先行研究事例として、 レーザーポイ ンタ 内部に手ブ

レ 対策機構を 付加する 方法や、 会場に複数台のカメ

ラ を 設置し、 手指指示位置を 3 次元的に取得し ポイ

ンタ 制御を行う 方法などが提案さ れています。前者は、

振動抑制可能な範囲が限定的であり 、 ポイ ンテイ ング

の粗動においては操作者の技量への依存度が極めて

高く なり ます。 後者は、 こ れら の問題点を改良可能で

すが、 装置規模が大きく 、 可搬性が著しく 損なわれま

す。 提案システムは両者の問題点を大幅に改善可能

です。

3 研究の特徴およ び成果　 　

　 照射目標点を指差し 動作により 提示するため、 手指

に小型カメ ラ１ を固定し、 操作者が指差す照射目標点

（ 以下、 指示点） を小型カメ ラ１ が撮像フレーム中央

点としています。今回、操作者と 独立に制御装置によっ

てパンチルト 駆動さ れる 2 自由度型マニュピレータ に

固定さ れたレーザーポイ ンタ から 照射さ れるポイ ンタ

マーカーを 指示点に一致さ せる 形式の遠隔ポイ ンタ

を構成。（ 図 1） 小型カメ ラ１ の傾斜角度補正などの

新技術を 提案し ペン型従来マーカと 同等の応答性を

有するシステム開発に成功しました。（ 図 2 参照）

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 現在、こ の技術を発展さ せ、ポイ ンティ ングマーカー

が不要な、 透過型ヘッド マウント ディ スプレイ を活用し

た、 より 可搬性に優れた実空間ポイ ンタ 装置への展開

を試みています。

【 技術分野】 情報学（ 画像処理、 計測制御）　  【 キーワ ード 】 視覚サーボ、 マニュピレ ータ

【 テ ー マ】 画像計測技法を利用し た遠隔ポイ ンティ ングデバイ ス画像計測技法を利用し た遠隔ポイ ンティ ングデバイ ス
【 研 究 者】 専攻科　 大塚 弘文　 　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 本技術は，特許出願中です。 今後も 、多年にわたり 取り 組んできた計測制御システム設計理論研究の成果（ 近

著： 単純適応制御 SAC　 森北出版　 に詳述） をベースに、 人の操作・ 操縦する機械システムの制御特性向上を

志向した人間機械協調制御システムの開発をメ インテーマに研究活動に取り 組んで参り ます。

研究紹介　 I-003

図１ 　 遠隔ポイ ンティ ングデバイ ス の構成

図２ 　 制御実験結果例
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1 研究の概要 
　 我が国の視覚障碍者は全国でおよ そ 30.1 万人（ 厚

生労働省社会・ 援護局障害保健福祉部調べ）、 そのう

ち全盲は約 11 万人、 弱視は約 19 万人にのぼり ま

す。こう した中途視覚障碍者の多く は、あん摩マッサー

ジ・ 指圧師、 はり 師、 きゅう 師の国家資格取得によ る

職業的自立を目指しており 、 全国 5ヶ所に設置さ れた

国立施設の理療教育課程や各県にある 盲学校等に在

籍し、 3 年若しく は 5 年にわたる 専門教育を履修して

いま す。 上記のよう な理療教育機関およ び鍼灸医療

機関で就業を志す中途視覚障碍者向けの理療用電子

手書きメ モシステムの開発を行っています。

2 背景およ び従来技術と の比較

　 本研究では、 普段の筆記と 同じ 手法でコンピュータ

に日本語入力が可能なオンラ イ ン文字認識技術に注

目し、 視覚情報の欠如により 筆跡のフィ ード バック なし

で書かれた変形の大き な文字に対し ても 柔軟に対応

可能で、 視覚障碍者にも 対応可能な文字認識手法を

新たに開発しました。

　 さら に、 被験者実験をと おして理療教育課程に在籍

し ている 中途視覚障碍者から 、 本シス テムを 開業後

の問診や電子カルテへ利用でき ないかと いう 強い要

望を得て、 こ れまでに開発したペン入力システムを基

盤技術として、 開業を目的とした視覚障碍者を支援す

る 問診・ 電子カルテシステムへの実用化を検討してい

ます。

3 研究の特徴およ び成果　 　

　 近年は、 スマート フォンやタ ブレット ＰＣの普及によ

り 、 ペン入力も 一般的になり つつあり ますが、 視覚障

碍者の変形の大き い筆記文字に対応し、枠なしで筆順・

画数、 冗長なスト ロ ーク に対し ても 、 認識率９７ ％以

上を実現しているも のは、 国内外において本システム

のみと なっています。

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 視覚障碍者が利用でき る 本シス テムは、 一般の高

齢者や情報機器に不慣れな人にも 利用でき る UD 指

向の入力端末としても 有効であり 、 多く の入力手段と

しての展開が期待できると 予想さ れます。

【 技術分野】 情報学（ 福祉情報御支援、 UD）　  【 キーワ ード 】 ペンイ ンタ フェース、 オンラ イ ン手書き 文字認識

【 テ ー マ】 中途視覚障碍者の筆記行動を支援する 手書き ペン入力シス テム中途視覚障碍者の筆記行動を支援する 手書き ペン入力シス テム
【 研 究 者】 人間情報シス テム工学科　 　 清田　 公保　 　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 タブレット PC やスマート フォンなどでも 身近になってきたペン入力システムですが、 本システムは福祉への応

用や教育現場への応用などを考慮し、 視覚障碍を持たれた方の筆記にも 対応した独自の認識エンジンを開発す

ること で高精度の認識率を得ています。 本研究では、 NPO 法人やリ ハビリ テーショ ンセンタ ーなど、 実際に障

碍者と 関わり のある方から の助言やモニタ ー協力を得て、 実用的なシステムの研究を行っています。
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文字間の繋がり を考慮し た誤り 訂正処理の導入



興味をお持ちの方は、 下記ま でご連絡下さ い。

地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503

E-mail： sangaku@kumamoto-nct.ac.jp

革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 防音性能と 換気性能を兼ね備えた東南アジア諸国

向け住宅用防音窓の開発を目的と し ていま す。 提案

する 防音窓は、 低価格で多く の住民に提供可能な設

計を指針とし、 従来の木製観音開き 扉と 容易に置き 換

え可能な構造とします。  

2 背景およ び従来技術と の比較

　 東南アジア諸国では、 近年の著し い経済発展に伴

い道路交通騒音を含めた環境問題が深刻化し ていま

す。 現在、 騒音を音で制御する 能動騒音制御 (ANC)
が盛んに研究さ れており 、 周期性の騒音に対しては空

調ダクト などで一部実用化さ れています。

　 しかし、こ の手法は低周波数領域のみ減音効果があ

り 、 ま た、 電力供給やスピ ーカーの設置等が必要で

あるため、 電力事情に乏しいこ れら の国々の居住環境

に対応さ せること は難しいと 考えら れます。

3 研究の特徴およ び成果　 　

　 提案する 防音窓（ 図１ ） は、 数組の採光部と 防音

ユニット から 構成さ れています。 採光部には透明ガラ

スを使用し、 二つの防音ユニット の間に斜めに取り 付

けています。

　 こう すること により 、 二つの防音ユニット の入口と 出

口を遮断する 役目と 、 外気が上部の防音ユニット に流

入しやすいよう 誘導する 役目を果たしています。

　 防音ユニット は、 騒音の性能を決めるための重要な

ユニット と なっており 、 防音と 換気と いう 二つの相反

する 性質を 併せ持つ必要があり ま す。 こ の条件を 満

たすためには、 まず防音ユニット 内部の音波伝搬およ

び騒音の要因と なる 音圧成分の発生メ カニズムを明ら

かにし、またそれに対する 対策を施す必要があり ます。

図２ に本研究の解析結果を示します。

4 想定さ れる 用途、 展開  
　 提案する 防音窓は、 入口や出口に開閉装置を導入

するこ と により 、 熱帯地域諸国をはじ め、 あら ゆる 気

候帯の住宅用窓に対し ても 流用可能であり 、 防音対

策のための必要性が高いと 考えます。

【 技術分野】 情報学（ 音響・ 環境工学）　  【 キーワ ード 】 防音、 受動制御

【 テ ー マ】 防音性能と 換気性能を兼ね備えた住宅用防音窓設計技術防音性能と 換気性能を兼ね備えた住宅用防音窓設計技術
【 研 究 者】 機械知能シス テム工学科　 西村　 壮平　 　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 近年、 化石エネルギー依存型の社会・ 経済構造から の変革が迫ら れています。 地球環境に相応し い人間環

境づく り が求めら れている 昨今、 自然に準拠し た人間生活環境をどう 創造し ていく べき かが問われています。

本研究はこ のよう な理念を指針とし、 着想に至り ました。
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図 2 音圧成分の理論値と 計測値の比較
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地域イ ノ ベーショ ンセンタ ー　（  産学連携係 ）

TEL： 096-242-6433╱ FAX： 096-242-5503
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革新する 技術、創造する 未来～夢へ翔る 熊本高専～

1 研究の概要 
　 本研究では、「 現実情報と 仮想情報を融合する 技術」

すなわち「 MR 技術」 を用いた「 図書館利用者のた

めの MR サービスシステム： MR Librarian System
（ 以下、 MRLS）」 の構築を目指す。

　 MRLS では、アバタ ーを介して、2 つのサービス（ 蔵

書検索サービス およ び入館・ 貸出履歴管理サービス ）

を 提供する 。 以上により 、 図書館のサービ ス 向上お

よ び利用率向上などを目指す。

2 背景およ び目的

　 コ ンピュ ータ の進歩・ 発展に伴い、 コ ンピュ ータ

内に構築し た仮想空間を 用いて情報を 提示する VR
（ Virtual Reality： 仮想現実感） 技術の研究がなさ

れてき た。 さ ら に、 仮想空間を 現実的なも のにする

ために仮想的に表現し づら い部分を 現実世界の物理

データ を利用して補う MR（ Mixed Reality： 複合現

実感） 技術の研究が進めら れている 。 こ のよう な現

実世界と 仮想世界を融合する 技術である MR は、 医

療・ 建築・ 工業製品設計・ 防災・ エンタ ーテイメ ント 分

野（ ゲームなど） への応用が試みら れている 。

　 本研究では、 こ れら の「 現実情報と 仮想情報をリ

ンクし、 分かり やすく より 多く の情報をユーザに提示

する 技術」 すなわち「 MR 技術」 を用いた「 図書館

利用者のための総合的な MR サービスシステム： MR 
Librarian System（ 以下、 MRLS）」 の開発を目指

す。 MRLS のシステム概要を図 1 に示す。

3 研究の特徴　 　

　 MRLS では、 MR Librarian（ MR 司書） と 名付

けたアバタ ーを 介し て、 2 つの図書館サービ ス（ 蔵

書検索およ び入館・ 貸出履歴管理） をユーザに提供

する 。 蔵書検索サービ ス では、 ユーザの探し ている

図書が置かれている 場所ま でのナビ ゲーショ ン 情報

を MR 表示さ れた MR Librarian によ って 提示し、

ユーザをナビゲート する 。 次に、 入館・ 貸出履歴管理

サービスでは、 ユーザの入館履歴や貸出履歴のデー

タ を 分析し て、 貸出図書の嗜好や入館の傾向などを

アバタ ーの変化として分かり やすく 提示する 。 図 2 に

MRLS による 情報提示の例を示す。

　 こ れら のサービスを提供すると と も に、 サービス自

体を図書館利用のためのイ ンセンティ ブ・ プログラ ム

として活用すること も 特徴のひと つである 。

4 想定さ れる 用途、 展開   
　 本シス テム は、 科学研究補助金の若手研究 (B) 

（ 23700291： H23 ～ H25） に採択さ れて おり 、

現在、 開発を進めていると ころである 。

　 本システムは、 教育機関（ 施設） や公共機関にお

けるイ ンセンティ ブ・ プログラ ムと いう 側面も 持ち合わ

せるこ と から 、 他の教育機関（ 施設） の利用率向上

などへの展開が可能であると 考えている 。

【 技術分野】 情報学（ 画像工学）　  【 キーワ ード 】 複合現実感技術， 画像処理， 情報可視化

【 テ ー マ】 図書館利用者のための総合的なＭＲ サービス シス テム図書館利用者のための総合的なＭＲ サービス シス テム
【 研 究 者】 建築社会デザイ ン工学科　 岩崎 洋平　 　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 以上の MR 技術以外にも 、 画像処理によ る 各種の情報取得や、 取得したデータ を分かり やすく 可視化する

研究も 行っています。 また、 Kinect などを用いた人体センシング・ NUI(Natural User Interface) に関す

る 研究も 始めよう としていると ころです。 興味をお持ちの方は、 お気軽にご連絡く ださ い。
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図１ 　 MRLS 概要 図２ 　 シス テムの稼動例
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 ■ 隠れた信号の抽出技術

　 ノ イ ズに埋も れた目的信号の抽出や、 その発生源

を探索するシステムを開発しています。 また、 そのシ

ステムのリ アルタ イ ム化を進めています。

　 音によ る 故障検出や隠

れた信号発生物の検出、

医療診断などで利用可能

です。

　 特許第 3950930 号

 ■ コミ ュニケーショ ン技術の開発

　 高品質の無線通信を実現する ためのノ イ ズ除去技

術や、 少ない無線周波数帯域で多く の情報を伝達で

きる 技術について研究を進めています。

　 無線周波数帯域の有効

な利用、 電波によ る 故障

診断、 地中や水中の信号

発生源検索への展開も 考

えています。

 ■ も のづく り 教育

　 初心者が気軽に電子工作を楽しめるよう な、 はんだ

付けを 必要と し ない電子工作や、 電子回路と 手芸を

組み合わせた工作を実施し ています。 楽し みながら 、

回路素子のデータ シート

を理解でき 、 電子回路設

計の学習ができ る よう な

教材を開発しています。

【 技術分野】 情報学（ 信号処理）　  【 キーワ ード 】 音響信号処理　 生体信号処理

【 テ ー マ】 信号処理装置、信号処理方法、およ び信号処理プロ グラ ム信号処理装置、信号処理方法、およ び信号処理プロ グラ ム
【 研 究 者】 情報通信エレ ク ト ロ ニク ス 工学科　 石橋孝昭　 　

【 研究者から のメッセージ】　

　 音響信号や生体信号などを対象に、 ブラ イ ンド 信号分離、 目的信号抽出、 ノ イ ズ除去、 パタ ン認識などの

研究を進めています。 こ れら の技術に対し、「 目的音声の復元方法」 に関する 特許第 3950930 号を取得し

ています。 また、「 音響信号処理装置及びプログラ ム」 に関する 特願 2011-109067 を出願しています。
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 ■ カク テルパーティ ー効果の実現

　 複数話者が同時に発話した観測音声だけを用いて、

それぞれの人の音声を分離し、 目的話者の音声を抽

出するシステムを開発しています。

　 騒音内の 電話で の 会

話、 テレビ 会議シス テム

での音声強調などで利用

可能です。

　 特願 2011-109067

 ■ マンマシンイ ンタ ーフェース の実現

　 人間の考えをコ ンピュータ へ伝える マンマシンイ ン

タ ーフェース技術について、 脳波解析や音声解析と そ

れら の認識技術を開発しています。

　 介護支援への活用、 ハ

ンズフリ ーのコ ンピュータ

操作やロ ボット 制御、 ゲー

ム やおも ちゃへの利用が

可能です。

 ■ 体験型学習

　 小中学生を対象とし た各種講座や出前授業で科学

体験学習の支援を 行っていま す。 信号発生のメ カニ

ズム、 信号の伝わり 方などをはじ めとし て、 楽し みな

がら 科学を体験でき る 教

材を製作し ています。 ま

た、 目に見えない信号の

可視化技術の開発も 進

めています。
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A) 映像・ 音・ 加速度を応用し た遠隔操作システム

1 研究の概要 
　 遠隔操作システムでは、 遠隔操作先であたかも 実

際に操縦し ている 感覚が必要と なる 場合があり ま す。

本研究では遠隔操作における 遠隔地情報と し て、 映

像、 音、 加速度等をロ ーカル側のコンピュータに伝送

し、 操縦者があたかも その場にいるかのよう な高臨場

感システムの構築に取り 組んでいます。

2 研究の特徴およ び成果

　 図１ に開発し たシス テム のブロッ ク 図を 示し ま す。

遠隔操作対象はラ ジコ ンカーを 改造し た 1/10 サイ

ズのモデルカーです。 モデルカーにはステレオカメ ラ 、

マイ ク ロ ホン、 加速度センサが取り 付けら れており 、

こ れら の情報が車載小型コ ンピュータ から 無線 LAN
を経由し、 操縦車側のロ ーカルコンピュータ に転送さ

れます。

　 ロ ーカル側コ ンピュ ータ では受信し た信号に基づ

き 、 ステレオ映像およ び音情報の提示、 さら には加速

度情報に応じた振動を操縦者に与えます。こ れにより 、

現地の状況把握が容易になること が期待できます。 ま

た本シス テムでは HMD を 用いた情報提示にも 対応

し ていま す。 こ のシス テムでは操縦者の頭部運動に

連動して遠隔操作先のステレオカメ ラ が仰角・ 方位角

方向に回転しま す。 こ の結果、 操縦者が見たい方向

の映像を容易に捉えること が可能になり ます。

B) 運動視差を応用し た 3D 映像提示システム

1 研究の概要 
　 ３ D テレビが普及し 始め、 その特徴が広く 認識さ れ

つつあり ますが、 人間が立体空間を知覚する 際に生じ

る 現象である 運動視差（ 視点の位置による 像の違い）

は考慮さ れていません。

　 本研究では、 従来の両眼視差に加え、 運動視差を考

慮した 3D 映像提示を行う システムを構築しています。

2 研究の特徴およ び成果　

　 図３ に本システムの構成図を示します。 運動視差に

よ る 映像提示を行う には、 ①観測者の位置情報取得、

②位置情報に基づく ３ DCG 空間でのリ アルタ イ ムレ

ンダリ ング、 ③実空間における 画像の歪補正、 が必要

と なり ま す。 観測者の位置情報取得には Microsoft
社製の Kinect を用います。 リ アルタ イ ムに生成さ れ

た映像は観測者の動作に応じて変動します。こ のため、

両眼視差情報を用いずと も 、 ディ スプレイ 内に奥行感

を感じること が可能です。 一方で、 生成さ れる 映像を

両眼視差に対応さ せること も 可能であり 、 こ の場合に

は更に現実の感覚に近い立体知覚が可能になり ます。

3 想定さ れる 展開 
　 現在は、 観測者位置に応じて映像のみをリ アルタ イ

ムに変動さ せていますが、 同時に音情報を加えたバー

チャル空間を開発する 予定です。

【 技術分野】 情報学（ 情報通信、 マルチメ ディ ア）　  【 キーワ ード 】 VR、 遠隔操作、 臨場感、 マルチメ ディ ア

【 テ ー マ】 映像・ 音・ 感覚情報を用いた高臨場感シス テム映像・ 音・ 感覚情報を用いた高臨場感シス テム
【 研 究 者】 制御情報シス テム工学科　 中島栄俊　 　  

【 研究者から のメッセージ】　

　 従来の技術に新しい技術を取り 込んだ新しいシステム作り に取り 組んでいます。

ご興味のある 方は、 是非、 お声をおかけく ださ い。
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図 1 遠隔操縦シス テム構成 図２  操縦の様子 図３  運動視差を考慮し た映像提示シス テム


